
発⽣源で、⽣ごみをデイスポーザ活⽤で最⼤限に削減し、紙・プラスチック主体の資源として活⽤ 
企業にとり、極⼒ごみの消滅と資源化も起票によりSDGs(持続性ある開発２⽬標達成に貢献) 

 デイスポーザは、⽶国では100年も前から各家庭や集合住宅等で⼤量導⼊され、⽣ごみを発⽣させません。 
 ごみは紙類とプラスチックごみが主体で、エネルギーを使わないで、温⾵ごみ焼却・各種資源の回収・バイオ発電で再⽣エネルギーに変換します。 

●⽣ごみのデイスポーザ処理が⼊⼝です 
 生ごみを家庭で、ホテルやレストラン、そして市町村単位で、
デイスポーザで破砕して、その場で下⽔道に流す、フルボ酸をか
いして、資源化する、あるいは消滅させるなど対策が必要です。 
 いま⽇本中にあるゴミ焼却場や産業廃棄物処理施設では、
⽔分の多い⽣ごみの対応のために、熱源のほぼ90％が費やさ
れていると報告されています。また沸点の低い⽔銀や、ダイオキシ
ンを始めとして、環境に放出されている有害物質の発⽣も⼤幅
に抑制可能です。 

家庭⽤デイスポーザ ホテルやレストラン、マンションなどの 
集合住宅など⼀括処理 

 

  

⾷品加⼯⼯場など業務⽤デイスポーザからの⾷品渣 

フルボ酸パワーで微⽣物を活
性化させて消滅させます 

⼤規模化が可能なごみ焼却場を誕⽣させ、地域の最も重要な産業基盤を構築することとなります。 

下⽔道へ 
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目標12 

つくる責任 

つかう責任 

目標13 

気候変動




